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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主幹ブレーカや分岐ブレーカ等の電気機器を配置し、住宅の壁面に取り付けられ、前記
電気機器への配線は筐体の背面を通してなされる住宅用分電盤の構造であって、前記住宅
用分電盤の筐体を、側壁を持たない平面の基台と、側壁を有するカバー体とで構成し、前
記基台には配線用の開口を設けると共に前面に前記電気機器を配列し、前記基台前面を前
記カバー体で施蓋することを特徴とする住宅用分電盤の構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主幹ブレーカや分岐ブレーカ等の電気機器を配置し、住宅の壁面に取り付け
られ、前記電気機器への配線は筐体の背面を通してなされる住宅用分電盤の構造に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅用分電盤３１は、主幹ブレーカ３２ａや分岐ブレーカ３２ａ等の電気機器３
２を、底面３３ａの四辺に側面３３ｂを立ち上げた箱体形状の基台３３に載置構成されて
いた。基台３３を住宅の壁面３４に取り付け、基台３３の前面はカバーで施蓋していた。
【非特許文献１】２００５カワムラカタログ電設資材編　平成１７年５月１日発行
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら上記従来の住宅用分電盤では、基台に側壁が形成されているため、配線等
の作業がしにくくなっていた。最近は、住宅用分電盤は省スペース化がすすんでおり、載
置される電気機器も小型化しているため、ますます作業スペースが確保されにくく、作業
が煩雑になっていた。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　そこで本発明は、簡単な構造で、配線作業のしやすい住宅用分電盤の構造を提供するこ
とを目的とし、その構造は、住宅用分電盤の筐体を、側壁を持たない平面の基台と、側壁
を有するカバー体とで構成し、基台には配線用の開口を設けると共に前面に電気機器を配
列し、基台前面を前記カバー体で施蓋することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明に係る住宅用分電盤の構造は、住宅用分電盤の筐体を、側壁を持たない平面の基
台と、側壁を有するカバー体とで構成し、基台には配線用の開口を設けると共に前面に電
気機器を配列し、基台前面を前記カバー体で施蓋するため、従来基台の設けられていた側
面により区切られていた作業スペースが広く確保でき、基台に載置される電気機器が小型
のものでも作業しやすくなり、配線作業時間の短縮及び、作業性の向上を図ることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　側面を持たない基台に電気機器を配置して住宅用分電盤を構成し、カバーで基台の前面
と側面を施蓋することで、今まで基台の側面で仕切られていた電気機器を配線するための
スペースが広く取ることができる。
【実施例１】
【０００７】
　本発明に係る住宅用分電盤の構造を図１～図２にの添付図面に基づいて説明する。
【０００８】
　住宅用分電盤１は基台２に主幹ブレーカ３ａや分岐ブレーカ３ｂ等の電気機器３を配列
し、電気機器３間は導電バーや電線等で接続されて構成される。
【０００９】
　基台２は側壁を持たない平面板で形成される。基台２を住宅の壁面に固定して住宅用分
電盤１を取り付ける。基台２には配線用の開口４を施し、前面に機器取り付け板５等を取
り付けて、電気機器３を基台２に載置する。
【００１０】
　基台２前面はカバー体６で施蓋する。カバー体６は電気機器３を被覆できるように側壁
を有する形状である。カバー体６は、住宅用分電盤１を住宅の壁面に設置した状態で、誤
って充電部に触れてしまったり、塵埃等の侵入を防ぐものである。
【００１１】
　基台２に側壁が形成されていないので、従来、側壁で仕切られていた作業スペースが、
基台上でないところでも確保でき、作業性が向上し、作業時間の短縮を図ることができる
と共に、正確な作業ができる。
【産業上の利用可能性】
【００１２】
　側壁のない基台に電気機器を載置し、前面をカバー体で施蓋することで分電盤内で作業
スペースを確保しなくても、基台の外も作業スペースとして使えるため、電気機器が小型
なものの場合や、住宅用分電盤を設置するスペースが多く取れない場合にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
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【図１】本発明に係る住宅用分電盤の構造を示す説明図である。（実施例１）
【図２】本発明に係る住宅用分電盤の構造を示す説明図である。（実施例１）
【図３】従来の住宅用分電盤の構造を示す説明図である。
【符号の説明】
【００１４】
　１　　住宅用分電盤
　２　　基台
　３　　電気機器
　３ａ　主幹ブレーカ
　３ｂ　分岐ブレーカ
　４　　開口
　５　　機器取り付け板
　６　　カバー体

【図１】 【図２】
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【図３】
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